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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納部を有する収納設備に該収納設備が設置される部屋の間仕切りを可能とするための
可動間仕切り体を収納した可動間仕切り体収納部を設け、可動間仕切り体を可動間仕切り
体収納部から引き出し自在とすると共に該可動間仕切り体の引出し量を調整自在とし、可
動間仕切り体収納部に前後方向に固定した固定レールと、固定レールに対してスライド自
在で且つ間仕切り体の上端部の前後方向に固定された可動レールとでスライドレールを構
成し、可動間仕切り体の下端部に床上を転動するころを設け、上記スライドレールところ
とで、上記可動間仕切り体収納部から引き出した可動間仕切り体の引出し姿勢を保持する
ための姿勢保持手段を構成し、可動間仕切り体を可動間仕切り体収納部に収納した状態で
上記スライドレールところを可動間仕切り体収納部内に収納して成ることを特徴とする可
動間仕切り体付き収納設備。
【請求項２】
　可動間仕切り体が複数の間仕切りパネルよりなり、可動間仕切り体収納部から引き出し
た際に複数の間仕切りパネルが一列に展延状態となり且つ可動間仕切り体収納部に収納し
た際に複数の間仕切りパネル同士が重複するように構成してあることを特徴とする請求項
１記載の可動間仕切り体付き収納設備。
【請求項３】
　可動間仕切り体の前端部に前板を設け、可動間仕切り体を可動間仕切り体収納部内に収
納した状態で前板で可動間仕切り体収納部の開口を閉じて成ることを特徴とする請求項１
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又は請求項２記載の可動間仕切り体付き収納設備。
【請求項４】
　収納設備の主体を構成する収納本体部の上部から一側方に天袋部を突設して収納本体部
の一側方で且つ天袋部の下方に収納設備とは別の設備を配置するための空所を形成し、収
納本体部の天袋部を突設した方と反対側の側部に可動間仕切り体収納部を設けて成ること
を特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の可動間仕切り体付き収納設備。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の可動間仕切り体付き収納設備を、浴室に隣接
し且つ洗面設備を設置した部屋内の一壁面に沿って配設し、該部屋に浴室に出入する浴室
出入用開口部と、浴室以外の他の屋内空間に出入する外部出入用開口部とを設け、収納設
備に備えた可動間仕切り体を引き出して当該部屋を洗面設備が設置され且つ外部出入用開
口部のある洗面用空間と、浴室出入用開口部のある脱衣用空間とに仕切り自在として成る
ことを特徴とする可動間仕切り体付き収納設備を設置した脱衣・洗面室の構造。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の可動間仕切り体付き収納設備を、浴室に隣接
し且つ洗濯設備を設置した部屋内一壁面に沿って配設し、該部屋に浴室に出入する浴室出
入用開口部と、浴室以外の他の屋内空間に出入する外部出入用開口部とを設け、収納設備
に備えた可動間仕切り体を引き出して当該部屋を洗濯設備が設置され且つ外部出入用開口
部のある洗濯用空間と、浴室出入用開口部のある脱衣用空間とに仕切り自在として成るこ
とを特徴とする可動間仕切り体付き収納設備を設置した脱衣・洗濯室の構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、部屋を２つの部屋空間に間仕切りしたり、あるいは部屋を間仕切りすること
なく一つの連続した仕切りのない部屋空間としたりするための収納設備及びこれを設置し
た部屋の構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から浴室と洗面設備を設置した部屋（洗面室）との間に乾燥室を設け、乾燥室と洗
面室との間を固定間仕切り壁とアコーデオン式扉とで仕切り、乾燥室で洗濯物を乾燥して
いる際、洗面室に設置した洗面設備で洗面や化粧を行う時に乾燥室と洗面室との間のアコ
ーデオン式扉を閉じることで洗濯物が見えないようにする技術が特許文献１により知られ
ている。
【０００３】
　また、浴室に隣接するユニットルーム内にスライド式の扉と棚とを有する扉付き間仕切
り壁を建て込み、該扉付き間仕切り壁により浴室に隣接したユニットルーム内の空間を浴
室に隣接する脱衣用空間と、洗面設備のある洗面用空間とに仕切るように構成し、扉付き
間仕切り壁に設けたスライド式の扉を開けることで洗面用空間から脱衣用空間に出入でき
るようにし、スライド扉を閉じることで、洗面用空間に設置された洗面設備で洗面や化粧
を行う時に脱衣用空間が見えないようにして見栄えを良くするようにしたものが、特許文
献２により知られている。
【０００４】
　ところが、上記特許文献１に示されたものは、洗面室と乾燥室との間には固定間仕切り
壁とアコーデオン式扉とにより仕切ってあり、固定間仕切り壁が露出すると共に、アコー
デオン式扉も閉じたときは勿論開いた時でも室内に露出しており、また、アコーデオン式
扉であるため、間仕切り壁の前端部と対向する壁との間の天井部分に、該アコーデオン式
扉を走行自在に吊り下げるための吊り下げレールが両空間の間に横切るように存在してい
るものであり、このため、アコーデオン式扉を開いて洗面室と乾燥室とを連通させても、
両空間を仕切るための仕切りの要素である固定間仕切り壁、アコーデオン式扉及び吊り下
げレールが見え、両空間を連通させた状態で仕切りの要素が見えない一つの連続した部屋
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空間とならず、洗面室と乾燥室という隣接する異なる小さな部屋が固定間仕切り壁とアコ
ーデオン式扉とで仕切られているとしか外観できず、一つの広い部屋空間として利用でき
ないという問題がある。また、この特許文献１に示された従来例にあっては、現場施工で
固定間仕切り壁を形成する工事の他に、アコーデオン式扉を開閉自在に取付ける工事、つ
まり、吊り下げレールを部屋の天井部分に該部屋内を横切るように施工する工事が必要で
、現場工事が煩雑となるという問題がある。
【０００５】
　また、上記特許文献２においては、ユニットルーム内にスライド式の扉と棚とを有する
扉付き間仕切り壁を一体に建て込んで間仕切りしたもので、該特許文献２の間仕切り壁は
、スライド式の扉の走行をガイドするためにユニットルーム内を横切る上枠（上レール）
を備えた開口枠を有し、該開口枠にスライド式の扉を走行自在に取付けたもので、この扉
付き間仕切り壁は上記開口枠がユニットルームを横切って洗面用空間と脱衣用空間とを仕
切るように固定的に建て込まれたものである。したがって、スライド式扉を開いて開口枠
部分において洗面用空間と脱衣用空間とを連通させたとしても、両空間を仕切るための仕
切りを構成する要素の一つであるスライド扉をガイドするための開口枠が丸見え状態であ
り、両空間を連通させた状態で仕切りを構成する要素が見えない一つの連続した部屋空間
とならず、洗面用空間と脱衣用空間という隣接する異なる小さな空間を扉付き間仕切り壁
で仕切られているとしか外観できず、一つの広い部屋空間として利用できないという問題
がある。また、この従来例においては、現場工事において扉付き間仕切り壁の開口枠がユ
ニットルーム内を横切って該開口枠の端部がこれと直交するユニットルームの壁に隙間が
生じないように固定的に建て込む工事が必要で、現場工事が煩雑となるという問題があり
、更に、ユニットルーム内の室内空間の巾寸法が異なる場合には一定寸法の開口枠の場合
には対応できず、このような場合には開口枠とユニットルームの壁との間に隙間が生じな
いように固定間仕切り壁を現場で形成したりする必要あり、この点においても現場工事が
煩雑となる。
【特許文献１】特開平８－１８９２０４号公報
【特許文献２】特開２００２－１９４９０９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は上記の従来の問題点に鑑みて発明したものであって、収納設備の可動間仕切り
体収納部から可動間仕切り体を引き出すだけで、収納設備を設置した部屋内を２つの部屋
空間に簡単に間仕切りすることができると共に収納設備を設置する部屋の間仕切りしたい
箇所の巾寸法に応じて可動間仕切り体の引き出し量を調整することで確実に間仕切りする
ことができ、また、間仕切りを収納設備に設けた可動間仕切り体収納部内に収納すること
で、収納設備を設置した部屋を仕切りの無い広い一連の部屋空間として使用することがで
きる可動間仕切り体付き収納設備を提供することを主たる課題とし、更に、広い洗面用空
間として利用したり、あるいは、脱衣したり、入浴している時に、脱衣用空間と洗面用空
間とに簡単に仕切ることで脱衣を気にすることなく、洗面ができる可動間仕切り体付き収
納設備を設置した脱衣・洗面室の構造を提供することを別の課題とし、更にまた、脱衣し
たり、入浴している時に、脱衣用空間と洗濯用空間とに簡単に仕切ることで脱衣を気にす
ることなく、洗濯ができる可動間仕切り体付き収納設備を設置した脱衣・洗濯室の構造を
提供することを別の課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明に係る可動間仕切り体付き収納設備は、収納部１を有
する収納設備２に該収納設備２が設置される部屋３の間仕切りを可能とするための可動間
仕切り体４を収納した可動間仕切り体収納部５を設け、可動間仕切り体４を可動間仕切り
体収納部５から引き出し自在とすると共に該可動間仕切り体４の引出し量を調整自在とし
、可動間仕切り体収納部５に前後方向に固定した固定レール２３と、固定レール２３に対
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してスライド自在で且つ間仕切り体４の上端部の前後方向に固定された可動レール２４と
でスライドレール２２を構成し、可動間仕切り体４の下端部に床上を転動するころ３４を
設け、上記スライドレール２２ところ３４とで、上記可動間仕切り体収納部５から引き出
した可動間仕切り体４の引出し姿勢を保持するための姿勢保持手段６を構成し、可動間仕
切り体４を可動間仕切り体収納部５に収納した状態で上記スライドレール２２ところ３４
を可動間仕切り体収納部５内に収納して成ることを特徴とするものである。
【０００８】
　本発明の収納設備２を部屋３の一壁面に沿って設置することで、部屋３内を２つの部屋
空間に仕切りたい場合には、収納設備２に設けた可動間仕切り体収納部５から可動間仕切
り体４を引き出して可動間仕切り体４の前端部を対向する壁面に当接させることにより、
該部屋３内を２つの部屋空間に簡単に間仕切ることができるものであり、この場合、収納
設備２を設置した部屋３内の巾寸法が収納設備２を設置する部屋３毎に異なるが、可動間
仕切り体４の引き出し量を調整することで、可動間仕切り体４の前端部を対向する壁面に
当接させて確実に間仕切りすることができる。また、収納設備２を設置した部屋３を一つ
の広い部屋空間として使用する場合には、可動間仕切り体４を収納設備２に設けた可動間
仕切り体収納部５内に収納することで、可動間仕切り体４が外部に露出せず、間仕切り要
素が外部に露出しない連続した一つの広い一連の部屋空間を現出することができる。しか
も、収納設備２に収納設備２が設置される部屋３の間仕切りを可能とするための可動間仕
切り体４を収納した可動間仕切り体収納部５を設けてあるので、従来のように固定間仕切
り壁や、扉付き間仕切り壁を形成する必要がなく、現場施工も簡略化でき、更に、収納設
備２を部屋３の壁面に沿った任意の位置に設置するのみで、部屋３内を任意の位置で自由
に２つの部屋空間に仕切ることが可能となるものである。また、可動間仕切り体収納部５
に前後方向に固定した固定レール２３と、固定レール２３に対してスライド自在で且つ間
仕切り体４の上端部の前後方向に固定された可動レール２４とでスライドレール２２を構
成し、可動間仕切り体４の下端部に床上を転動するころ３４を設け、上記スライドレール
２２ところ３４とで、上記可動間仕切り体収納部５から引き出した可動間仕切り体４の引
出し姿勢を保持するための姿勢保持手段６を構成し、可動間仕切り体４を可動間仕切り体
収納部５に収納した状態で上記スライドレール２２ところ３４を可動間仕切り体収納部５
内に収納するので、可動間仕切り体４を引き出して部屋３内を２つの部屋空間に間仕切り
した状態における引出し姿勢（間仕切り姿勢）をスライドレール２２ところ３４よりなる
姿勢保持手段６で保持して安定して間仕切りすることができ、更に、この可動間仕切り体
４を収納した状態でスライドレール２２ところ３４よりなる姿勢保持手段６も可動間仕切
り体収納部５内に収納されるので、収納設備２を設置した部屋３を一つの広い部屋空間と
して使用する場合に、スライドレール２２ところ３４よりなる姿勢保持手段６が外部に露
出せず、外観が良くなって、よりいっそう間仕切り要素が外部に露出しない連続した一つ
の広い一連の部屋空間を現出することができる。
【００１１】
　また、可動間仕切り体４が複数の間仕切りパネル７よりなり、可動間仕切り体収納部５
から引き出した際に複数の間仕切りパネル７が一列に展延状態となり且つ可動間仕切り体
収納部５に収納した際に複数の間仕切りパネル７同士が重複するように構成してあること
が好ましい。
【００１２】
　このような構成とすることで、部屋３の一壁面に沿って設置される収納設備２の前後巾
に比べて収納設備２の前面から収納設備２と対向する壁面までの長さが長い場合であって
も、複数枚の間仕切りパネル７を引き出して一列に展延状態とするすることで、確実に部
屋３内を２つの部屋空間に仕切ることができる。
【００１３】
　また、可動間仕切り体４の前端部に前板８を設け、可動間仕切り体４を可動間仕切り体
収納部５内に収納した状態で前板８で可動間仕切り体収納部５の開口９を閉じることが好
ましい。
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【００１４】
　このような構成とすることで、可動間仕切り体４を可動間仕切り体収納部５内に収納し
た状態で可動間仕切り体収納部５の開口９が前板８で閉じられて外観が良くなるものであ
る。
【００１５】
　また、収納設備２の主体を構成する収納本体部１０の上部から一側方に天袋部１１を突
設して収納本体部１０の一側方で且つ天袋部１１の下方に収納設備２とは別の設備を配置
するための空所１２を形成し、収納本体部１０の天袋部１１を突設した方と反対側の側部
に可動間仕切り体収納部５を設けることが好ましい。
【００１６】
　このような構成とすることで、収納設備２を部屋３の一壁面に沿って設置した際に、該
収納設備２の天袋部１１の下方の空所１２に、例えば洗濯設備等の別の設備を配置するこ
とができ、しかも、この場合、可動間仕切り体４を引き出して部屋３を間仕切りした際、
収納本体部１０や天袋部１１に設けられる収納部１を、上記空所１２に設置される洗濯設
備等の別の設備に関連した収納物、例えば、洗剤や、洗濯すべき衣類を収納したりするこ
とで、間仕切りした場合でも空所１２に設置される洗濯設備等の別の設備の使用に支障が
ないようにできるものである。
【００１７】
　また、可動間仕切り体付き収納設備を設置した脱衣・洗面室の構造は、上記構成の可動
間仕切り体４付き収納設備２を、浴室１３に隣接し且つ洗面設備１４を設置した部屋３内
の一壁面に沿って配設し、該部屋３に浴室１３に出入する浴室出入用開口部１５と、浴室
１３以外の他の屋内空間１６に出入する外部出入用開口部１７とを設け、収納設備２に備
えた可動間仕切り体４を引き出して当該部屋３を洗面設備１４が設置され且つ外部出入用
開口部１７のある洗面用空間１８と、浴室出入用開口部１５のある脱衣用空間１９とに仕
切り自在として成ることを特徴とするものである。
【００１８】
　このような構成とすることで、部屋３内に設置した収納設備２の可動間仕切り体収納部
５から可動間仕切り体４を引き出して当該部屋３を洗面設備１４が設置され且つ外部出入
用開口部１７のある洗面用空間１８と、浴室出入用開口部１５のある脱衣用空間１９とに
間仕切りすることで、脱衣用空間１９をプライベート空間とすると共に、洗面用空間１８
をパブリック空間とするように仕切ることができて、プライベート空間である脱衣用空間
１９がパブリック空間である洗面用空間１８から覗き見ることができないようにでき、こ
れにより例えば、誰かが脱衣して入浴する時に、入浴する人とは別の人が洗面用空間１８
に洗面や化粧のためにパブリック空間である洗面用空間１８に入って来ても、プライベー
ト空間である脱衣用空間１９で脱衣している姿や、着衣している姿や、あるいは脱衣用空
間１９に置かれた脱衣した衣類や着替え用の衣類等が洗面用空間に入って来た別の人から
覗き見られないものであり、また、脱衣用空間１９内に洗濯物を干している時も、これら
が覗き見られることがないものである。また、部屋３を一つの広い部屋空間として使用す
る場合には、可動間仕切り体４を収納設備２に設けた可動間仕切り体収納部５内に収納す
ることで、可動間仕切り体４が外部に露出せず、間仕切り要素が外部に露出しない連続し
た一つの広い一連の脱衣室兼用洗面室を現出することができて外観が良くなると共に圧迫
感のない状態で洗面や化粧ができるものである。
【００１９】
　また、可動間仕切り体付き収納設備を設置した脱衣・洗濯室の構造は、上記構成の可動
間仕切り体４付き収納設備２を、浴室１３に隣接し且つ洗濯設備２１を設置した部屋３内
一壁面に沿って配設し、該部屋３に浴室１３に出入する浴室出入用開口部１５と、浴室１
３以外の他の屋内空間１６に出入する外部出入用開口部１７とを設け、収納設備２に備え
た可動間仕切り体４を引き出して当該部屋３を洗濯設備２１が設置され且つ外部出入用開
口部１７のある洗濯用空間２０と、浴室出入用開口部１５のある脱衣用空間１９とに仕切
り自在として成ることを特徴とするものである。
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【００２０】
　このような構成とすることで、部屋３内に設置した収納設備２の可動間仕切り体収納部
５から可動間仕切り体４を引き出して当該部屋３を洗濯設備２１が設置され且つ外部出入
用開口部１７のある洗濯用空間２０と、浴室出入用開口部１５のある脱衣用空間１９とに
間仕切りすることで、脱衣用空間１９をプライベート空間とすると共に、洗濯用空間２０
をパブリック空間とするように仕切ることができて、プライベート空間である脱衣用空間
１９がパブリック空間である洗濯用空間２０から覗き見ることができないようにでき、こ
れにより、洗濯用空間２０から脱衣用空間１９が覗き見ることができない状態にでき、例
えば、誰かが脱衣して入浴する時に、入浴する人とは別の人がパブリック空間である洗濯
用空間２０に洗濯のために入ってきても、プライベート空間である脱衣用空間１９で脱衣
している姿や、着衣している姿や、あるいは脱衣用空間１９に置かれた脱衣した衣類や着
替え用の衣類等が覗き見られないものであり、また、脱衣用空間１９内に洗濯物を干して
いる時も、これらが覗き見られることがないものである。また、部屋３を一つの広い部屋
空間として使用する場合には、可動間仕切り体４を収納設備２に設けた可動間仕切り体収
納部５内に収納することで、可動間仕切り体４が外部に露出せず、間仕切り要素が外部に
露出しない連続した一つの広い一連の脱衣室兼用洗濯室を現出することができて外観が良
くなると共に圧迫感なく洗濯等ができるものである。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の収納設備を部屋に設置するのみで、部屋を２つの部屋空間に仕切ったり、一つ
の広い一連の部屋空間としたりするに当たって、従来のように固定間仕切り壁を形成する
ことなく、収納設備から可動間仕切り体を引き出すだけで簡単に間仕切りができると共に
可動間仕切り体を引き出して部屋内を２つの部屋空間に間仕切りした状態における引出し
姿勢（間仕切り姿勢）をスライドレールところよりなる姿勢保持手段で保持して安定して
間仕切りすることができ、また、間仕切りしない場合には可動間仕切り体及びスライドレ
ールところよりなる姿勢保持手段を収納設備に設けた可動間仕切り体収納部内に収納する
ことで、可動間仕切り体及びスライドレールところよりなる姿勢保持手段が外部に露出せ
ず、収納設備を設置した部屋を仕切りの無い広い一連の部屋空間として使用することがで
き、また、収納設備を設置した部屋内の巾寸法が収納設備を設置する部屋毎に異なるが、
可動間仕切り体の引き出し量を調整することで、可動間仕切り体の前端部を対向する壁面
に当接させて確実に間仕切りすることができる。
【００２２】
　収納設備を脱衣室と洗面室とを兼用した部屋に設置するものにおいては、可動間仕切り
体を引き出して、引出し姿勢（間仕切り姿勢）をスライドレールところよりなる姿勢保持
手段で保持して安定して間仕切りして脱衣用空間と洗面用空間とに間仕切りすることがで
き、この場合には洗面用空間から脱衣用空間が覗き見ることができず、脱衣用空間が見え
ないようにして洗面用空間で洗面や化粧ができ、また、可動間仕切り体及びスライドレー
ルところよりなる姿勢保持手段を収納設備に設けた可動間仕切り体収納部内に収納するこ
とで、可動間仕切り体及びスライドレールところよりなる姿勢保持手段が外部に露出せず
、収納設備を設置した部屋を仕切りの無い広い一連の脱衣・洗面室として使用することが
できるものである。
【００２３】
　また、収納設備を脱衣室と洗濯室とを兼用した部屋に設置するものにおいては、可動間
仕切り体を引き出して、引出し姿勢（間仕切り姿勢）をスライドレールところよりなる姿
勢保持手段で保持して安定して間仕切りして脱衣用空間と洗濯用空間とに間仕切りするこ
とができ、この場合には洗濯用空間から脱衣用空間が覗き見ることができず、脱衣用空間
が見えないようにして洗濯用空間で洗濯ができ、また、可動間仕切り体及びスライドレー
ルところよりなる姿勢保持手段を収納設備に設けた可動間仕切り体収納部内に収納するこ
とで、可動間仕切り体及びスライドレールところよりなる姿勢保持手段が外部に露出せず
、収納設備を設置した部屋を仕切りの無い広い一連の脱衣・洗濯室として使用することが
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できるものである。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基いて説明する。
【００２５】
　本発明の収納設備２は内部に収納部１を有するキャビネットにより構成してあり、収納
設備２には更に、該収納設備２が設置される部屋３の間仕切りを可能とするための可動間
仕切り体４を収納した可動間仕切り体収納部５が設けてある。可動間仕切り体収納部５は
収納設備２の一側部又は左右巾方向の略中間部分に上下方向の略全長にわたって形成して
あり、収納設備２の前面に可動間仕切り収納部５の開口９が設けてある。
【００２６】
　図１乃至図５には収納設備２の一例が示してあり、収納設備２の主体を構成する収納本
体部１０の上部から一側方に天袋部１１を突設した正面視逆Ｌ字状をしていて、収納本体
部１０の一側方で且つ天袋部１１の下方に収納設備２とは別の設備を配置するための空所
１２を形成してあり、可動間仕切り体収納部５は上記収納本体部１０の天袋部１１を突設
した方と反対側の側部に上下方向にわたって設けてある。もちろん、収納設備２の構成、
収納設備２における可動間仕切り体収納部５を設ける位置等は図１、図２の実施形態にの
み限定されるものではなく、例えば、正面視長方形状や正方形状をしたキャビネットによ
り収納設備２を構成し、該正面視長方形状や正方形状をしたキャビネットの１側部又は左
右方向の略中間部部分の上下方向の略全長にわたって可動間仕切り収納部５を形成しても
よい。
【００２７】
　収納設備２に設けた可動間仕切り体収納部５内には可動間仕切り体４が出し入れ自在に
収納してある。可動間仕切り体４は１枚又は複数の間仕切りパネル７により構成してある
。この間仕切りパネル７はスライドレール２２を介して可動間仕切り体収納部５から出し
入れ自在となっており、また、間仕切りパネル７の下端部には収納設備２を設置する部屋
３の床上を転動しながら走行するころ３４を設けてある。間仕切りパネル７は不透明であ
ってもよく、あるいは反対側が明瞭には見えないが反対側に人が居るかどうかがぼんやり
と確認できるような透過度を有する半透明であってもよく、この場合にはパネル枠に囲ま
れた部分に半透明の面板を嵌め込んで構成してある。
【００２８】
　可動間仕切り体４を複数の間仕切りパネル７により構成する場合、可動間仕切り体収納
部５から引き出した際に複数の間仕切りパネル７が一列に展延状態となり且つ可動間仕切
り体収納部５に収納した際に複数の間仕切りパネル７同士が重複するように構成してある
。
【００２９】
　スライドレール２２は収納設備２に設けた可動間仕切り体収納部５の側板２５又は上板
２６に可動間仕切り体収納部５の前後方向（奥行き方向）にわたって配置して固定される
固定レール２３と、該固定レール２３に対してスライド自在になり且つ間仕切りパネル７
の上端部の前後方向に固定された可動レール２４とで構成してある。ここで、可動間仕切
り体４が１枚の間仕切りパネル７により構成してある場合には、１本の固定レール２３と
、１本又は２本の可動レール２４とで構成してある。また、可動間仕切り体４が複数枚の
間仕切りパネル７により構成してある場合には、１本の固定レール２３と、複数本の可動
レール２４とで構成してあり、複数の可動レール２４はそれぞれスライド自在となってお
り、スライドして引き出した時に後端側となる可動レール２４が固定レール２３に対して
スライド自在となっており、固定レール２３が可動間仕切り体収納部５の側板２５又は上
板２６に前後方向にわたって固定してあると共に、各可動レール２４が各間仕切りパネル
７の上端部の前後方向に固定してある。
【００３０】
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　図１、図３乃至図５には複数枚（具体的には２枚）の間仕切りパネル７により可動間仕
切り体４を構成した例が示してある。本例では可動間仕切り体４が間仕切りパネル７とし
て先に引き出される前側の間仕切りパネル７ａと、後から引き出される後側の間仕切りパ
ネル７ｂとで構成してあり、両者は可動間仕切り体収納部５内における収納状態で左右方
向に重複した状態で収納されるようになっている。可動間仕切り体収納部５の側板２５の
上部に固定した固定レール２３内にスライド自在に嵌め込んである後側の可動レール２４
ｂが後側の間仕切りパネル７ｂの上端部に固定してあり、後側の可動レール２４ｂ内にス
ライド自在に嵌め込んである前側の可動レール２４ａが前側の間仕切りパネル７ｂの上端
部に固定してある。
【００３１】
　固定レール２３の内面の前端部にはガイドローラ２７ａが設けてあって、後側の可動レ
ール２４ｂの走行片２４ｃに転動自在となっており、後側の可動レール２４ｂの外面の後
端部に設けたガイドローラ２７ｂが固定レール２３の走行片２３ａに転動自在となってお
り、後側の可動レール２４ｂの内面の前端部に設けたガイドローラ２７ｃが前側の可動レ
ール２４ａの走行片２４ｄに転動自在となっており、前側の可動レール２４ａの外面の後
端部に設けたガイドローラ２７ｄが後側の可動レール２４ｂの走行片２４ｅに転動自在と
なっている。そして、これらのガイドローラ２７ａ、２７ｂ、２７ｃ、２７ｄにより固定
レール２３に対する後側の可動レール２４ｂのスライド、後側の可動レール２４ｂに対す
る前側の可動レール２４ａのスライドがスムーズに行えるようになっている。
【００３２】
　図中２８ａは前側の可動レール２４ａに設けたストッパで、前側の可動レール２４ａを
後側の可動レール２４ｂに対してスライドして引き出した際に上記ストッパ２８ａが後側
の可動レール２４ｂに設けたガイドローラ２７ｃに当たってそれ以上引き出せないように
なっており、また、図中２８ｂは後側の可動レール２４ｂに設けたストッパで、後側の可
動レール２４ｂを固定レール２３に対してスライドして引き出した際に上記ストッパ２８
ｂが固定レール２３に設けたガイドローラ２７ａに当たってそれ以上引き出せないように
なっている。ここで、ストッパ２８ａ、２８ｂに当たるのは上記のようにガイドローラ２
７ｃや、ガイドローラ２７ａである必要はなく、別の当たり部を後側の可動レール２４ｂ
、固定レール２３に設けてもよい。
【００３３】
　可動間仕切り体４の前端部に前板８が設けてあって、可動間仕切り体４を可動間仕切り
収納部５内に収納した状態で前板８により可動間仕切り体収納部５の開口９を閉じるよう
になっている。可動間仕切り体４を複数の間仕切りパネル７で構成したものにおいては、
前側の間仕切りパネル７ａの前端に前板８が設けてある。この前板８は間仕切りパネル７
よりも横巾が広く左右方向の両端部が間仕切りパネル７の左右両側面よりも外側に突出し
ていて、この突出部分を手で掴んで間仕切りパネル７を引き出したり、可動間仕切り体収
納部５内に押し込んで収納したりすることができるが、前板８の前面部に別途把手部２９
を設けてもよく、前板８の前面部に把手部２９を設けた場合には前板８で開口９を閉じた
状態の時に、把手部２９を掴んで容易に引き出すことができる。
【００３４】
　上記のような構成の可動間仕切り体４付き収納設備２は、部屋３内において一壁面に沿
って設置されるものであり、該収納設備２を設置した部屋３を２つの部屋空間に仕切りた
い場合には図４に示すように収納設備２に設けた可動間仕切り体収納部５から可動間仕切
り体４を引き出して可動間仕切り体４の前端部を対向する壁面（又はこれに類する収納ユ
ニット等）に当接させることにより、該部屋３内を２つの部屋空間に簡単に間仕切ること
ができる。
【００３５】
　ここで、可動間仕切り体４が引き出し自在で引出し量を自由に設定できるので、つまり
、可動間仕切り体４の引き出し量を調整できるので、収納設備２を設置した部屋３内の巾
寸法が収納設備２を設置する部屋３毎に異っても、可動間仕切り体４の前端部を対向する
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壁面に当接するまで引き出すことで、確実に間仕切りすることができる。
【００３６】
　この場合、可動間仕切り体４が複数の間仕切りパネル７により構成してある場合、前側
の間仕切りパネル７ａをある長さ以上引き出すと、ストッパ２８ａが後側の可動レール２
４ｂに設けたガイドローラ２７ｃに当たって後側の間仕切りパネル７ｂを連動して引き出
すようになっている。また、複数の間仕切りパネル７を収納する場合には、前側の間仕切
りパネル７ａを押し込むことで、前板８が後側の間仕切りパネル７ｂに当たり、前側の間
仕切りパネル７ａ、後側の間仕切りパネル７ｂが左右方向に重なった状態で連動して可動
間仕切り体収納部５内に押し込まれて図３のように収納される。このようにして間仕切り
パネル７を可動間仕切り体収納部５内に収納した状態でスライドレール２２も同時に可動
間仕切り体収納部５内に収納されて収納設備２の外、つまり部屋３空間内に露出しないよ
うにしている。
【００３７】
　上記のようにスライドレール２２を介して可動間仕切り体４が可動間仕切り体収納部５
から引き出されて部屋３内を２つの部屋空間に間仕切りしたり、あるいはスライドレール
２２を介して可動間仕切り体４が可動間仕切り体収納部５内に収納されるのであるが、可
動間仕切り体４を引き出して部屋３内を２つの部屋空間に間仕切りしている状態で、ころ
３４を介して床上に起立すると共に、上記スライドレール２２により可動間仕切り体４の
引出して起立している姿勢が保持されて倒れることなく、確実に間仕切りできるようにな
っており、このため、本実施形態では、上記ころ３４とスライドレール２２が可動間仕切
り体４の引き出し状態を保持するための姿勢保持手段６となっており、可動間仕切り体４
を可動間仕切り体収納部５に収納した状態で上記姿勢保持手段６を可動間仕切り体収納部
５内に収納されるのである。したがって、本発明においては、収納設備２自体に可動間仕
切り体４の引き出し状態を保持するための姿勢保持手段６を備え、この姿勢保持手段６を
可動間仕切り体４の収納時に同時に収納して外部に露出しないようにしているので、可動
間仕切り体４を収納した状態では、間仕切りをするための構成要素である可動間仕切り体
４及び引き出し時に起立姿勢を保持するための姿勢保持手段６といった間仕切り要素が部
屋３内に露出せず、間仕切りしていない時でも固定間仕切り壁や、開口枠等の間仕切り要
素が室内に露出する場合に比べ、部屋３内の空間が間仕切り要素が見えない一つの連続し
た部屋空間となり、外観が良くなるものである。
【００３８】
　収納設備２は部屋３の一壁面に沿った任意の位置に設置することができ、これにより現
場毎に、部屋３を間仕切りする場合における間仕切り位置を自由に設定することができる
ことになる。
【００３９】
　また、可動間仕切り体４を引き出して間仕切りした状態で、部屋３の床３０から可動間
仕切り体４の上端までの高さは１９００ｍｍ乃至２２００ｍｍ程度として間仕切りした一
方側の部屋空間から他方側の部屋空間を覗き見ることができないようになっているが、部
屋３の床３０と可動間仕切り体４の下端との間、天井３１と可動間仕切り体４の上端との
間にはそれぞれ隙間３２が形成されるようになっており、仕切られた場合における両部屋
空間間で換気が促進されるようになっている。
【００４０】
　なお、必要に応じて可動間仕切り体４の前端と対向する壁面に係合部を設け、可動間仕
切り体４を引き出して前端部を壁面に当接した際に、可動間仕切り体４の前端部を係合部
に係合するようにしてもよい。これにより間仕切りした際における可動間仕切り体４の剛
性を向上することができるものである。また、係合部を設けた場合には可動間仕切り体４
として剛性が低いものを使用することも可能である。
【００４１】
　また、上記例では可動間仕切り体４の前端部に可動間仕切り体収納部５の開口９を閉じ
るための前板８を設けた例を示したが、可動間仕切り体収納部５の開口９の一側縁に開閉
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自在な蓋を設け、可動間仕切り体４を可動間仕切り体収納部５内に収納した後に、蓋によ
り開口９を閉じ、また、該蓋を開いた後に、可動間仕切り体４を可動間仕切り体収納部５
内から引き出すようにしてもよい。
【００４２】
　図６、図７、図８には本発明の可動間仕切り体４付き収納設備２を設置する部屋３が洗
面設備１４を設置した脱衣・洗面室の場合を示している。この脱衣・洗面室を構成する部
屋３は、浴室１３及び浴室１３以外の他の屋内空間１６（例えば廊下、他の部屋等）に隣
接しており、該脱衣・洗面室を構成する部屋３に開閉自在な扉１７ａを備えた外部出入用
開口部１７を介して浴室１３以外の他の屋内空間１６から出入自在となっており、また、
該脱衣・洗面室を構成する部屋３から開閉自在な扉１５ａを備えた浴室出入用開口部１５
を介して浴室１３に出入できるようになっている。
【００４３】
　可動間仕切り体４付き収納設備２は上記の脱衣・洗面室を構成する部屋３の一壁面に沿
って設置され、この場合、収納設備２に備えた可動間仕切り体４を引き出した際に当該脱
衣・洗面室を構成する部屋３を脱衣用空間１９と洗面用空間１８とにほぼ２分する位置と
なるように収納設備２を設置するのであるが、収納設備２の設置位置を現場で選択するこ
とで、可動間仕切り体４を引き出して当該当該脱衣・洗面室を構成する部屋３を脱衣用空
間１９と洗面用空間１８とに間仕切りする際の２つの部屋空間の平面視における面積の割
合を任意に設定できる。
【００４４】
　脱衣・洗面室を構成する部屋３内の可動間仕切り体４を引き出して間仕切りした際に洗
面用空間となる方に、つまり、脱衣・洗面室を構成する部屋３の外部出入用開口部１７に
近い方に洗面設備１４が設置してあり、また、脱衣・洗面室を構成する部屋３内の可動間
仕切り体４を引き出して間仕切りした際に脱衣用空間１９となる方に、つまり、脱衣・洗
面室を構成する部屋３の浴室出入用開口部１５に近い方に洗濯機等の洗濯設備２１が設置
してあり、図７、図８に示す実施形態では、可動間仕切り体４が正面視逆Ｌ字状をしてい
て収納本体部１０の可動間仕切り体収納部５を設けた方の一側が洗面設備１４側に位置し
、収納本体部１０の上部から一側方に突出した天袋部１１が浴室１３側に向けて突出して
いて、収納本体部１０の一側方で且つ天袋部１１の下方の空所１２に洗濯設備２１が配置
してある。
【００４５】
　しかして通常は、図６、図７に示すように、可動間仕切り体４を可動間仕切り体収納部
５内に収納した状態にして上記脱衣・洗面室を構成する部屋３を使用するものであり、こ
の場合、脱衣・洗面室を構成する部屋３内には可動間仕切り体４、ころ３４、スライドレ
ール２２が可動間仕切り体収納部５内に収納されて露出せず、洗面設備１４、収納設備２
、洗濯設備２１が設置された一つの連続した一連のパブリック空間としての部屋空間が現
出するものであり、洗面設備１４を使用して洗面や化粧を行ったり、あるいは、洗濯設備
２１を使用して洗濯をおこなったりといった多用途の広いパブリック空間として利用する
。
【００４６】
　一方、入浴のために脱衣したり、入浴後の着衣したりする際は可動間仕切り体収納部５
から可動間仕切り体４を引き出して可動間仕切り体４を対向する壁面に当接させることで
、図８に示すように脱衣・洗面室を構成する部屋３内をプライベート空間としての脱衣用
空間１９と、パブリック空間としての洗面用空間１８とに仕切る。これにより、パブリッ
ク空間としての洗面用空間１８からプライベート空間としての脱衣用空間１９を覗き見る
ことができず、これにより、誰かが脱衣して入浴する時に、入浴する人とは別の人が洗面
用空間１８に洗面や化粧のためにパブリック空間である洗面用空間１８に入って来ても、
プライベート空間である脱衣用空間１９で脱衣している姿や、着衣している姿や、あるい
は脱衣用空間１９に置かれた脱衣した衣類や着替え用の衣類等が洗面用空間に入って来た
別の人から覗き見られないものであり、また、脱衣用空間１９内に洗濯物を干している時
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も、これらが覗き見られることがないものである。
【００４７】
　ここで、脱衣・洗面室を構成する部屋３を可動間仕切り体４で脱衣用空間１９と洗面用
空間１８とに仕切った場合、収納設備２の収納部１が少なくとも脱衣用空間１９側に位置
するようにするものであり（実施形態では収納本体部１０、天袋部１１がいずれも脱衣用
空間１９側に位置している）、収納部１に、脱衣用空間１９で脱衣した衣類を収納したり
、あるいは、着替え用の下着や、入浴のために使用するタオル、バスタオル、石鹸、シャ
ンプー等の入浴用品を収納したり、あるいは、洗濯の際に使用する洗剤等を収納すること
ことができるようにしており、これにより、可動間仕切り体４を閉じて間仕切りした状態
で、脱衣や着替え、あるいは入浴、洗濯を行うのに支障がないようになっている。
【００４８】
　例えば、収納設備２には図２に示すように、収納部１として引出し自在となった脱衣カ
ゴ３５、引出し３６、出し入れ自在なスライドカウンター３７、扉付き収納棚３８、天袋
部１１を設けてあり、脱衣カゴ３５に脱衣した衣類を収納し、引出し３６や扉付き収納棚
３８や天袋部１１に着替え用の下着や、入浴のために使用するタオル、バスタオル、石鹸
、シャンプー等の入浴用品を収納したり、あるいは、洗濯の際に使用する洗剤等を収納し
、また、脱衣するときや着衣する時やあるいは洗濯する時に必要に応じてスライドカウン
ター３７を引き出して一時的に脱衣する（あるいは着衣する）衣類を置いたり、一時的に
洗濯物を置いたりできるようになっている。
【００４９】
　図９には本発明の可動間仕切り体４付き収納設備２を設置する部屋３が洗濯設備２１を
設置した脱衣・洗濯室の場合を示している。この脱衣・洗濯室を構成する部屋３は、浴室
１３及び浴室１３以外の他の屋内空間１６（例えば廊下、他の部屋等）に隣接しており、
該脱衣・洗濯室を構成する部屋３に開閉自在な扉１７ａを備えた外部出入用開口部１７を
介して浴室１３以外の他の屋内空間１６から出入自在となっており、また、該脱衣・洗濯
室を構成する部屋３から開閉自在な扉１５ａを備えた浴室出入用開口部１５を介して浴室
１３に出入できるようになっている。
【００５０】
　可動間仕切り体４付き収納設備２は上記の脱衣・洗濯室を構成する部屋３の一壁面に沿
って設置され、この場合、収納設備２に備えた可動間仕切り体４を引き出した際に当該脱
衣・洗濯室を構成する部屋３を脱衣用空間１９と洗濯用空間２０とにほぼ２分する位置と
なるように収納設備２を設置するのであるが、収納設備２の設置位置を現場で選択するこ
とで、可動間仕切り体４を引き出して当該当該脱衣・洗濯室を構成する部屋３を脱衣用空
間１９と洗濯用空間２０とに間仕切りする際の２つの部屋空間の平面視における面積の割
合を任意に設定してある。
【００５１】
　脱衣・洗濯室を構成する部屋３内の可動間仕切り体４を引き出して間仕切りした際に洗
濯用空間となる方に、つまり、脱衣・洗濯室を構成する部屋３の外部出入用開口部１７に
近い方に洗濯設備２１が設置してある。
【００５２】
　図９に示す実施形態においては、収納設備２は、可動間仕切り体収納部５の両側部にそ
れぞれ収納部１が位置するように構成してあり、可動間仕切り体収納部５から可動間仕切
り体４を引き出して脱衣・洗濯室を構成する部屋３内を脱衣用空間１９と洗濯用空間２０
とに仕切った際に、脱衣用空間１９、洗濯用空間２０のいずれの部屋空間にも収納設備２
の収納部１が存在するようになっている。
【００５３】
　しかして、通常は、可動間仕切り体４を可動間仕切り体収納部５内に収納した状態にし
て上記脱衣・洗濯室を構成する部屋３を使用するものであり、この場合、脱衣・洗濯室を
構成する部屋３内には可動間仕切り体４、ころ３４、スライドレール２２が可動間仕切り
体収納部５内に収納されて露出せず、収納設備２、洗濯設備２１が設置された一つの連続
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した一連のパブリック空間としての部屋空間が現出するものであり、洗濯設備２１を使用
して洗濯をおこなったりするための広いパブリック空間として利用する。
【００５４】
　一方、入浴のために脱衣したり、入浴後に着衣したりする際は可動間仕切り体収納部５
から可動間仕切り体４を引き出して可動間仕切り体４を対向する壁面に当接させることで
、脱衣・洗濯室を構成する部屋３内をプライベート空間としての脱衣用空間１９と、パブ
リック空間としての洗濯用空間２０とに仕切る。これにより、パブリック空間としての洗
濯用空間２０からプライベート空間としての脱衣用空間１９を覗き見ることができず、こ
れにより、誰かが脱衣して入浴する時に、入浴する人とは別の人が洗濯のためにパブリッ
ク空間である洗濯用空間２０に入って来ても、プライベート空間である脱衣用空間１９で
脱衣している姿や、着衣している姿や、あるいは脱衣用空間１９に置かれた脱衣した衣類
や着替え用の衣類等が洗濯用空間に入って来た別の人から覗き見られないものである。
【００５５】
　ここで、本実施形態においても脱衣・洗濯室を構成する部屋３を可動間仕切り体４で脱
衣用空間１９と洗濯用空間２０とに仕切った場合、収納設備２の収納部１が少なくとも脱
衣用空間１９側に位置するようにするものであり（図９に示す実施形態では脱衣用空間１
９と洗濯用空間２０の両方にそれぞれ収納部１が位置するように構成した例が示してあり
）、脱衣用空間１９側に位置する収納部１に、脱衣用空間１９で脱衣した衣類を収納した
り、あるいは、着替え用の下着や、入浴のために使用するタオル、バスタオル、石鹸、シ
ャンプー等の入浴用品を収納したすることことができるようにしており、これにより、可
動間仕切り体４を閉じて間仕切りした状態で、脱衣や着替え、あるいは入浴に支障がない
ようになっており、また、洗濯用空間２０側に位置する収納部１に、洗濯用空間２０で洗
濯設備２１を用いて洗濯する際に使用する洗剤等を収納できるようにしており、これによ
り、可動間仕切り体４を閉じて間仕切りした状態で、洗濯用空間２０で洗濯をするのに支
障がないようになっている。
【００５６】
　なお、本発明の収納設備２を設置する脱衣・洗面室や脱衣洗濯室である部屋３、あるい
はその他の部屋３は、平面視で正方形、長方形をした部屋にのみ限定されず、図１０に示
すように平面視Ｌ字型のようなものであってもよいが、可動間仕切り体４を引き出して間
仕切りできるように可動間仕切り体収納部５に収納した可動間仕切り体４と対面する位置
に壁面、又はこれに類するもの（例えば、別の収納体）がくるように収納設備２を設置す
る。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の可動間仕切り体付き収納設備の一実施形態を示し、（ａ）は可動間仕切
り体を収納した状態の斜視図であり、（ｂ）は可動間仕切り体を引き出した状態の斜視図
である。
【図２】（ａ）は同上の可動間仕切り体付き収納設備の正面図であり、（ｂ）は断面図で
ある。
【図３】同上の可動間仕切り体付き収納設備を部屋に設置した状態において可動間仕切り
体を引き出していない場合（収納した場合）の一部破断した拡大断面図である。
【図４】同上の可動間仕切り体付き収納設備を部屋に設置した状態において可動間仕切り
体を引き出して間仕切りした場合の一部破断した拡大断面図である。
【図５】（ａ）は同上の図３のＸ－Ｘ線断面図であり、（ｂ）は図３のＹ－Ｙ線断面図で
ある。
【図６】同上の可動間仕切り体付き収納設備を脱衣・洗面室を構成する部屋に設置した例
を示す平面図である。
【図７】同上の可動間仕切り体付き収納設備を脱衣・洗面室を構成する部屋に設置した例
を示す可動間仕切り体を収納した状態の斜視図である。
【図８】同上の可動間仕切り体付き収納設備を脱衣・洗面室を構成する部屋に設置した例
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【図９】（ａ）は同上の可動間仕切り体付き収納設備を脱衣・洗濯室を構成する部屋に設
置した例を示す平面図であり、（ｂ）は同上に用いる可動間仕切り体付き収納設備の概略
斜視図である。
【図１０】同上の可動間仕切り体付き収納設備を部屋に設置した例を示す他の実施形態の
平面図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　収納部
　２　収納設備
　３　部屋
　４　可動間仕切り体
　５　可動間仕切り体収納部
　６　姿勢保持手段
　７　間仕切りパネル
　８　前板
　９　開口
　１０　収納本体部
　１１　天袋部
　１２　空所
　１３　浴室
　１４　洗面設備
　１５　浴室出入用開口部
　１６　他の屋内空間
　１７　外部出入用開口部
　１８　洗面用空間
　１９　脱衣用空間
　２０　洗濯用空間
　２１　洗濯設備
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【図３】 【図４】
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【図７】

【図８】 【図９】
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